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冒ピース・スピリット88を成功させよう

「軍隊」の正体をあらわにした自衛隊 大島薫 ,
 

韓国の新聞から

チーム・スピリットと反核運動

ト・ニニ：配暉をよよ言；会：国蓮：云；「
I闊梵｝廿予88 8闘 叡｝廿 lg 8隅 特o0円

1会費はすべて木紙購説料を含みますIあなたも仲間に！
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を成功させよつ`
、
,
¥

弓
（
兵
庫
）

5
年
程
前
、
下
の
子
を
お
ぶ
り
な
が
ら
「
ウ
ラ
ン

採
掘
反
対
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
人
々
の
被
爆
を
止
め

て
」
と
い
う
署
名
を
近
所
を
ま
わ
っ
て
集
め
た
の
が
、

私
に
と
っ
て
は
始
め
て
の
行
動
の
一
歩
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
家
事
や
育
児
の
合
間
か

ら
「
百
番
目
の
サ
ル
」
ぬ
り
え
え
ほ
ん
を
書
い
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
手
か
ら
手
へ
、
日
本
中
に
こ
の
絵

本
は
送
ら
れ
て
、
そ
し
て
返
っ
て
き
た
共
感
の
声
、

声。
私
は
こ
の
事
実
に
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
励
ま
さ
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
っ
た
一
人
は
無
力
だ
と
、
あ
き

ら
め
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。

現
在
に
至
る
ま
で
、
数
限
り
な
い
人
た
ち
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
会
う
こ
と
が
で
き
ず
と
も
確
か
に
つ

な
が
っ
た
仲
間
が
い
る
。
私
は
そ
れ
ら
の
人
々
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
学
び
続
け
て
い
る
。
共
に
学
び
気

づ
き
合
っ
て
い
る
。

誰
に
で
も
平
和
の
た
め
に
何
か
で
き
る
。
一
人
で

も
何
か
始
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
三
宅
島
で
、
白
保

よ
う
な
こ
と
を
仕
掛
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

た
、
人
間
の
意
志
で
喰
い
と
め
る
こ
と
も
出
来
る
筈
゜

そ
の
最
た
る
も
の
は
、
原
爆
と
戦
争
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
頃
に
比
べ
る
と
、
今
は
ま
さ
に
国
離
の
時
代
！

現
に
私
達
は
、
伊
方
原
発
の
出
力
調
整
実
験
中
止
の

署
名
を
集
め
、
明
日
十
二
日
は
、
高
松
へ
持
っ
て
ゆ

く
の
で
す
が
、
明
日
午
前
九
時
、
実
験
を
行
う
そ
う

で
す
。日
本
に
現
在
、
原
発
が
三
十
五
基
稼
働
し
、
目
下

建
設
中
が
十
六
基
と
か
。
こ
れ
は
一
触
即
発
の
大
惨

事
に
な
り
か
ね
な
い
！
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

原
発
実
験
に
目
を
向
け
て
い
る
間
に
も
、
海
の
I

N
F
は
、
着
々
増
強
さ
れ
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
、

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
フ
ァ
イ
フ
の
横
須
賀
母
港
化
（
核
卜

ト
マ
ホ
ー
ク
濫
の
日
本
母
港
化
ベ
ラ
ウ
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
韓
国
の
激
動
、
日
本
の
軍
拡
…
•

歯
止
め
な
く
軍
拡
が
す
す
む
北
西
太
平
洋

を
と
う
す
る
か

百
8
世
箆
磨

l

gu差

●
1
9
8
8
.
3
.
6
 
A
M
1
0
芯
m
~
P
M
B
:
o
o

●
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

北
村

A
か
ら
で
も

恰
り
て
い
こ
う

忍‘ESP砺

「,.,運動

（
 
J
 

沖

三

保

子

（
公
害
を
な
く
す
三
原
市
民
連
絡
会
）

核
と
戦
争
は
人
間
の
意
志
で

く
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
、
逗
子
で
、
六
ケ
所
村
で
、
生
き
る
こ
と
そ
の
も

の
が
、
平
和
の
た
め
の
運
動
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

た
と
え
、
そ
の
湯
に
自
分
は
い
な
く
と
も
、
彼
ら
の

声
が
、
い
つ
で
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
と
思
う
。
そ
し

て
海
を
越
え
て
ペ
ラ
ウ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
そ

し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
声
も
。

そ
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
と
考
え
続
け

て
い
る
。

私
達
の
会
が
出
来
て
、
十
六
年
経
ち
ま
し
た
。
そ

の
前
年
、
水
俣
の
映
画
を
見
て
、
胎
児
性
水
俣
病
の

子
供
た
ち
の
健
気
な
姿
に
コ
一
度
と
こ
の
よ
う
な
事

を
起
し
て
は

1
」
と
、
走
り
出
し
た
の
で
し
た
。

あ
の
頃
は
公
害
も
ま
だ
い
く
ら
か
の
ん
び
り
し
て

い
ま
し
た
。
大
気
、
水
中
汚
染
、
中
性
洗
剤
、
食
品

添
加
物
、
農
薬
な
ど
に
取
組
み
な
が
ら
、
新
し
い
住

民
組
織
に
は
、
先
生
も
お
手
本
も
な
く
、
と
に
か
く
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
手
探
り
で
歩
む
し
か
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
段
々
「
公
害
と
は
、
人
間
が

自
分
た
ち
の
欲
の
た
め
に
、
他
の
生
存
を
阻
害
す
る

マ
ホ
ー
ク
一
発
で
、
広
島
型
原
爆
十
五
発
分
の
破
攘

カ
）
、
フ
ァ
イ
フ
は
、
四
十
五
発
の
ト
マ
ホ
ー
ク

(
I
N
F
)
を
持
つ
の
で
、
合
計
六
七
五
発
の
核
が

横
須
賀
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
来
ま
し

た。
既
に
、
日
本
列
島
は
、
軍
事
基
地
と
な
り
は
て
、

核
兵
器
、
原
発
、
核
廃
棄
物
な
ど
で
核
ま
み
れ
の
現

状
で
す
。
日
本
は
言
葉
と
し
て
は
、
よ
く
民
主
主
義
を
言
う

割
に
、
自
主
の
確
立
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
、
よ

そ
の
国
の
従
属
国
と
な
り
、
日
本
の
存
在
す
ら
危
う

く
な
っ
て
い
る
時
、
反
公
害
団
体
自
ら
が
考
え
て

「
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
入
入
」
に
参
加
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
こ
と
は
大
き
な
感
慨
で
す
。
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1,065のヒロシマ
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.-.: 9 :-.:.: "99、言；i:i]］ ：9:..．雰三

:::ll, ;/：ーニ

ヨコ.,_巾…
郎慈i~稔、 Sm右心h闇
ぶり：：れ十うシが”oe}ムた。

（「核問題は心にずっしり重くのしかかづCくる最たるもの……」】
,...,q•.10111 日の神祭）11新聞のインクビュー記事て．この街をお“っている核問題について、横山市長はこのよう 1:Bいえ

Lた。さ',1:、ドマホーク艦の入捲拒否を求めた＇加の恨万名」に応え、 95ガ人余の市民の非槙で名の怠よをftAL

て、＇田長として最大 lllの努力をしていく」ということ I.． 
【外務省へ】

L'店、ヨコスカ市はトマホーク栴戟の優先艦てある、ロスアンジェルス級原滸の入港のたびに外務行へ1励Iぎ．枝搭ll.

の1i景をしう・伐げ認してはい・とitいつづけています．＂＊政府のいう r非桟の証叩を信じられないからこその．
くりかえしなのてしょう。市民はそのように，，静し、だからこそ期i,Hしていよす． ． 

【「'‘持ち込ませず、、に至りますと、なかなかややこしい要索を持っておりますoJ】
8rm)1の定f紺晨仝ての市Kの芥弁てす．iIi氏のいう＇ややこい•要如をHi民のコトバて言えば＂足象，片い方はさ

iざえてすが． Iiiょ1,1ち込iれていないと断，iてさない、 とのし出合は，＂長い 1'はい司じてす． ． 
【そして、ついにトマホーク艦の「母港」発表．9】

9ファイフJfバンカーヒルJと． Iこてつづ191：トマホーク梵射艦のりI港が発表されえ Lた．市長1よr安ほを行之する．，r．

場から{li港Iin；否LないJ t ,1i県全て芥えよした。し力•L 『K武装が可1 らかになれば人港には衛til反｝、Iする、と I. アメ

リカが9むの｛i景を胄Iらかにしない政策をとってしろ今、 9紅いしが明ヽ，かになるとき、とはどんなときなのてしょうか．
桟I激？それとL核湛純？ ても．そのときてはおそすぎるとは息いませんか． ． 

【データはそろっている】
rファイフ」 r,9ンカーヒルJが桟トマホークを捐輯してヨコてが：ゃってくることは、米埠全liEltによって11f1らかにな

っていえす。これまての桟とは比較にならないはど、配編状況が＇公間」されているのが、 トマポークという1文兵日の

暉なの'!'-r. • 

【それでも日本政府は、しらを切りつづけるでしょう】
だか9，こそく枝社名＞というものが生まれ｀私たちはその（らやみの中てもがき絞19ているのてす。シラを切りつづ19

るU本政府1こゲクをあず199こままては、く核蔦録）はいつまてたってしはれることはないてしょう。． 
【母港そのものの拒否を！】

くりかえ Lます。 rファイフJrバンカーヒルJ’よトマポークをつんて私たちの街を1射港1こしようと Lて9ヽ えす。そのト

マホークは明らかに枝弾頭てす。そうてはなじ、としう沢t}は兒つかりまサA.lh民の rjrt紀の願いを代及する市長
の項気」を、この街のすべての人が兒守ってじよす。..・刻し早（、 トマホーク艦のf11港を拒否してFさい．

一
月
一
日
、
新
年
早
々
の
朝
日
新
聞
に
小
さ
な
記

事
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
た
。

日
米
の
安
全
保
障
問
題
専
門
家
の
研
究
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
安
全
保
障
会
議
」
と
、

防
衛
庁
の
外
郭
団
体
の
「
平
和
•
安
全
保
障
研
究
所
」

が
、
共
同
で
「
一
九
九
0
年
代
の
西
太
平
洋
に
お
け

〗
る
日
米
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
提
言
．
ー
を
と
り
ま

と
め
た
、
と
い
う
の
だ
。

一
そ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
西
太
平
洋
地

域
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
ア
メ
リ
カ
が
「
経
済
上
の

困
難
か
ら
戦
略
及
び
政
策
の
変
更
を
行
う
こ
と
は
避

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
ま
ず
訴
え
る
と
と
も
に
、

l

日
本
に
対
し
て
は
①
日
米
地
位
協
定
改
定
に
よ
る
在

一
日
米
軍
径
費
負
担
の
増
加
②
紛
争
地
域
へ
の
援
助
も

「
反
ト
マ
通
信
」
第
二
十
六
号
で
お
知
ら
せ
し
た

ヽ

，
乙
ヽ
つ
い
ソ

「
海
の
軍
備
撤
廃
を
！
太
平
洋
運
動
」
の

研
究
者
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
は
各
地
の
研
究
者
や
運
動

グ
ル
ー
プ
に
フ
ァ
イ
フ
の
動
向
を
監
視
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
、

フ
ァ
イ
フ
と

バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
の
現
在
の
母
港
で
あ
る
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
と
ハ
ワ
イ
か
ら
二
筈
の
最
新
の
情
報
が
届
い
た
。

フ
ァ
イ
フ

0
「
一
月
八
日
の
金
曜
日
に
港
の
遊
覧
船
か
ら
フ
ァ

バ
ン
カ
ー
ヒ
ル

ポ
ー
ト
•
ウ
ォ
ッ
チ
情
報

私
は
フ
ァ
イ
フ
を
見
ま
し
た

日
米
“
有
識
者
”

一

安
保
共
同
提
言

りヽ

「
西
太
平
洋
軍
拡
」

の
す
す
め

含
め
た
経
済
協
力
の
拡
大
③
国
際
的
警
察
機
能
へ
の

参
加
（
自
衛
隊
海
外
派
遣
）
④
通
常
兵
器
防
衛
構
想

(
C
D
I
)
で
の
日
米
開
発
協
力
⑤
有
事
態
勢
を
整

え
る
た
め
の
予
備
自
衛
官
制
度
の
大
幅
拡
大
な
ど
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

提
言
の
メ
ン
バ
ー
は
日
本
か
ら
高
坂
正
甦
京
大
教

授
、
神
谷
不
二
慶
大
教
授
、
佐
伯
喜
一
郎
野
村
総
研

相
談
役
、
米
側
か
ら
は
ロ
ー
エ
ン
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
教
授
、
ロ
ー
チ
・
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
社
副
社
長
ら
．

い
ず
れ
も
日
米
両
政
府
の
政
策
決
定
に
か
な
り
の
度

＼ヽ

も
あ
る
。

反トマホーク草の根署名遍動
隕須賀市大漫IIIJ1-95大倉法庫寧務所 TEL(22) 02fJ! 

このチラシについてのご患現をおよせ下さい。表た害m配市に多くの
費1●ガ1J1Jりました。カンバをおよせいただければ季いで，，．

の

ら

核

衰

段

フ

役

の

と

一

ィ

・

仏

判

ガ

ア

だ

来

阻

鰻

．

ゥ
菜
3

g
g

℃

れ

゜

愚

5
し

さ

び

ら

ま

『

5

宮

二

g

木

3
J

つ

む

で

1

会

議

守

住

上

珈

汰

見

に

汗

を

¥

る

と

々

甲

洒

と

太

す

っ

島

．

太

の

人

n対
じ

も

た

て

対

▼

Ill
反

を

さ

し

つ

反

の

核

に

動

小

き

よ

に

比
社
l
t
蒼
む
れ
に
と

9

r

用

の

し

ら

よ

J

ー＂
m
ら

き

せ

化

る

呻

5
血

血

応

四

i

虹

棧

讚

は

賓

的

r

と

＼

ら
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＼
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合
い
で
影
響
を
持
っ
て
い
る
“
有
識
者
”
た
ち
だ
。

こ
の
「
提
言
」
は
米
軍
駐
留
費
の
日
本
に
よ
る
肩

代
わ
り
な
ど
、
す
で
に
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
も
の

西
太
平
洋
に
お
け
る
「
日
米
共
同
」
の
役
割
の
強

調
は
、
日
本
も
含
め
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
々
の

願
い
に
正
面
か
ら
立
ち
は
だ
か
る
も
の
だ
。
ピ
ー
ス
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
西
太
平
洋
の
地
か
ら
日
米
政
府
の

こ
う
し
た
思
惑
に
ク
サ
ピ
を
打
ち
込
む
国
際
的
な
行

動
で
あ
る
。

イ
フ
の
姿
を
見
ま
し
た
。
引
き
続
き
情
報
を
送
り
ま

す
」
（
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
平
和
情
報
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ

ロ
ル
・
ジ
ャ
ス
コ
ー
さ
ん
）

O
I
今
日
（
二
月
九
日
）
フ
ァ
イ
フ
が
サ
ン
デ
イ
エ

ゴ
を
出
港
し
ま
し
た
。
行
先
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
海

軍
は
『
近
海
を
航
海
す
る
だ
け
』
と
説
明
し
て
い
ま

す
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は
嘘
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」

じ
く
平
和
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
）

0
「
一
月
十
日
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
か
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

に
伴
っ
て
パ
ー
ル
ハ
ー
ハ
ー
に
入
港
し
た
。
オ
マ
ー

ン
海
峡
に
お
け
る
船
団
護
衛
任
務
か
ら
の
帰
途
で
あ

る
」
（
一
月
十
一
日
付
け
『
ホ
ノ
ル
ル
・
ス
タ
ー
・

プ
レ
テ
ィ
ン
』
）

（
同



(7) !lfJl l回20日発fi 1988年2月20[1発ri逼春第28号
旬Jll回20日発fj 1988年2月20H発打遺存第28号

笞も［．円 相日
(6) 

去
る
一
月
三
十
日
、
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
入
入

反
対
闘
争
三
多
摩
実
行
委
員
会
」
が
、
ト
ッ
パ
ン
ム

ー
ア
労
組
、
全
逓
多
摩
西
支
部
の
呼
び
か
け
に
よ
り

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
三
多
摩
の
労
働
組
合
・
市
民
団

体
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
、
今
年
で
四
年
目
を
迎

え
ま
す
。

一
九
七
六
年
以
降
行
わ
れ
て
い
る
西
側
最
大
規
模

の
米
・
韓
合
同
軍
事
演
習
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

に
お
い
て
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
の
果
た
す
役
割
は
、

き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
日
本
は
後
方
支
援

基
地
と
い
う
よ
り
、
直
接
の
出
撃
基
地
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

今
期
は
、
従
来
の
闘
い
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
具
体

三紐

秋
の
ソ
ウ
ル
冗
輪
を
に
ら

み
、
中
止
か
閲
戻
縮
小
か
の

闘
も
出
て
い
た
米
、
韓
両

囚
の
合
回
軍
平
阿
習
平
1

ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
か

□Jj下

伺
か
ら
、
韓
国
令
土
で
大
規

悶
鰈
り
広
げ
ら
れ
る
。

祓
饂
」
と
さ
れ
謡
鮮

璧
羞
人
民
共
和
国
（
比

叩
鮮
）
は
平
壁
窯
翡
星
会

を
閲
く
な
と
、
反
発
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
唸
浪
呵
は
丘

J
初
め
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ

い
こ
る
鼠
喜
ャ
詞
’
店
‘

応
北
朝
鮮
の
五
輪
参
加
固
四

に
も
、
足
か
拉
丘
な
り
そ
う

"

.

)

。

ナ
／

一
訂
懇
J
位
況
つ
け
ら
い
た
紅
果
、
訊
閏
叫
閲
妙
中
止
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
改
況
に
対
す
る
）
非
渇
刀
の
口
文
を
本
叫
に
臨
心
屯
尚
北
埠
・
涌
珀
P
の

一
習
の
肌
狡
は
年
々
、
拡
大
し
、
こ
こ
ク
の
由
特
爺
問
3
な
と
も
あ
け
与
え
て
い
る
」
（
外
交
謹
論
晶
『
フ
上
欧
紐
初
と
、
休
戦
ラ
イ
ン
沿
い
の

数
年
は
米
競
合
わ
た
（
．
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
八
七
r
l
泄
叫
線
で
、
紐
究
軍
戦
力
が
一
体

-
I
l
讐
約
二
十
万
人
さ
ら
に
翡
鮮
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
委
翌
書
）
と
、
関
の
期
間
、
姐
哀
っ
た
閾
馨
」
作
戦
が

一
，
麗
墨
を
冒
、
四
会
は
一
月
平
ば
、
国
緊
リ
ン
ピ
際
の
緊
を
提
雷
゜
笞
れ
か
ら
今
年
そ
の
中
心
と
な
る
督
だ
。

贔
は
米
国
の
ヅ
ク
委
員
会

(
I
O
C
)
に
「
現
状
初
め
に
か
け
て
ゾ
ウ
ル
や
ワ
シ
ン
ト
蘭
篇
幡
習
計
両
賢
の
翌

「
核
司
令
磯
」
と
で
の
I
L
袷
不
参
加
」
を
退
じ
た
ン
、
東
京
の
外
交
箪
盟
の
間
日
、
平
填
で
前
例
の
な
い
一
羞

―

選

い

わ

れ

る

E

1

B

が

、

そ

の

隊

も

な

お

、

平

楓

五

つ

で

、

米

讐

国

と

も

そ

の

中

止

、

少

謬

喜

慧

贄

」

を

切

―

璽

喜

れ

た

。

の

履

蓋

篇

麿

ぃ

う

望

着

麗

喜

眉

ぃ

荏

喜

喜

儡

一

労

働

1
9
,
1

こ
の
演
習
が
今

I
O
Cの
分
僻
闘
案
に
対
す
る
中
負
の
靡
が
臨
ん
に
流
れ
た
。
例
闘
」
も
一
い
つ
戦
争
の
裔
が
爆

一

軍

』

．

Y

[

豆
虹

一

置

結

局

は

最

大

規

模

の

実

施

計

画

i

i

｛

預

大

ぷ

状

態

に

あ

―

赤

＇

、

へ

i

、

{

t

"3」
(
-
J
-
i
+

一
窒
五
輪
参
加
か
ら
め
北
朝
鮮
反
発
~
一
＂
鱈
虞
』

発
。
八
主
年
の
演

（
清
田
活
史
記
者
）
一
屁
圃
年
、
注
日
を
集
め
殴
終
回
惹
留
、
「
連
席
会
譴
」
年
、
一
月
中
旬
ま
で
に
行
わ
れ
醤
闘
以
来
の
部
戦
時
狸
勢
巖
か
れ

9
1
,
1
1
1
,
1
1
1
ー
1
1
-

』
四
た
の
は
、
ソ
ウ
ル
後
に
澱
終
態
度
を
決
め
た
い
と
の
意
習
計
画
の
発
靡
、
今
早
は
一
月
末
る
の
で
は
、
た
一
覧
麗
翡

五
ヒ
六
年
に
始
ま
っ
た
チ
ー
ム
且
輪
奈
の
絡
み
で
向
を
表
明
し
た
。
に
ず
れ
込
ん
だ
忘
、
そ
の
勢
餅
加
の
問
で
広
が
っ
て
い
る
。

ス

ピ

リ

ッ

ト

は

、

今

年

で

言

回

麗

虐

。

北

盟

の

つ

ま

り

、

南

北

の

襄

琶

い

を

強

め

た

。

ソ

ウ

ル

五

輪

へ

の

北

叩

節

の

参

加

目
。
初
め
は
カ
ー
タ
威
稲
の
「
這
声
寧
〖
金
曰
成
主
席
は

2

つ
の
土
俵
で
、
大
褐
薗
習
の
大
韓
環
事
件
の
捜
査
発
表
、
米
日
に
つ
い
て
、
サ
マ
ラ
ン
チ

l
o
g

塁
屯
撤
退
闘
」
の
も
,
¥
J
で
、
メ
ー
ー
ー
「
新
年
の
辞
」
中
止
に
よ
歪
麗
級
引
全
五
輪
参
加
に
よ
る
其
朝
鮮
制
裁
の
決
定
に
紐
い
具
は
冗
月
十
ヒ
日
の
五
輪
エ
ン
ト
リ

本
上
や
太
平
洋
軍
司
令
部
翼
下
の
部

l
l
で
、
韓
国
四
け
者
を
一
括
し
て
解
決
し
よ
う
、
と
呼
び
て
米
韓
軍
事
司
令
部
が
発
表
し
た
の
ー
締
め
切
り
旺
に
二
つ
の
ド
ア
は

謬

緊

急

謀

閲

贋

翠

ェ

ッ

ク

す

も

合

め

た

「

醤

か

け

て

き

た

。

は

結

局

、

昨

年

並

み

の

繋

褐

葛

閲

じ

ら

れ

た

が

、

も

う

一

っ

の

ド

ア

歪
J
と
が
主
な
目
的
と
さ
れ
た
。
レ
連
席
（
合
同
）
へ
盆
）
」
を
捉
叩
、
米
国
で
も
グ
ラ
イ
ス
デ
ィ
ー
ン
元
実
施
だ
っ
た
。
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ヅ
ト
は
閏
か
れ
て
い
る
」
と
言
明
し
た
。

ー
カ
ン
政
榔
に
な
っ
て
閲
節
半
戦
か
そ
こ
で
の
主
苓
喘
き
し
て
チ
ー
ム
駐
韓
米
大
使
か
昨
年
「
こ
の
菰
習
は
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
三
月
末
か
ら
閃
ば
[
J
と
の
参
加
締
め
切
り
の
丘
月

山
ア
ジ
ア
に
お
け
る
東
西
対
決
の
最
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
は
臣
笠
J
す
る
大
規
少
な
く
と
も
拉
叫
籠
に
（
南
雌
滋
~
一
冦
間
の
「
野
外
楳
勁
訓
紬
―
。
ロ
ト
し
曰
が
、
殿
終
期
裏
全
日
さ
れ
て

,
1
ら

9

`

撼 甲カヽら

アジア民衆との

迪帯求めて

田嶋 勉

（チーム・スピリット88反対闘争

三多摩実行委員会）

的
方
針
と
し
て
、
①
演
習
開
始
に
と
も
な
う
大
衆
的

抗
議
闘
争
②
基
地
監
視
行
動
③
闘
い
の
交
流
④
統
一

情
宣
と
山
湯
に
お
け
る
抗
議
槃
会
・
デ
モ
⑤
首
都
圏

基
地
ツ
ア
ー
⑥
反
戦
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
⑦
六

月
反
安
保
闘
争
で
の
全
国
の
仲
間
と
の
交
流
⑧
十
月

横
田
基
地
包
囲
に
向
け
た
闘
い
、
等
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ヽ
）
。

し
-
•
も
八
H
侶
釈
以
来
、

I
O
Cが
仰
介

し
た
四
回
の
田
北
会
談
屯
通
じ
て
、

拉
盈
阿
紅
叩
頃
で
の
叩
肝
競
伎
奴

隊
求
を
叫
切
の
噴
北
人
口
比
に
よ

る
八
つ
か
ら
六
つ
へ
A

J
落
と
し
1
0

C
の
冗
停
繁
に
近
つ
い
一
J
い
る
。

そ
こ
で
巖
か
成
っ
た
と
し
て
も
、

南
北
が
統
一
チ
ー
ム
で
大
会
に
臨
む

の
か
、
と
う
か
。

屯
腎
翰
以
来
、
統
一
チ
ー
ム
‘
つ

VJ
り
の
交
渉
は
チ
ー
ム
名
、
団
旗
、

口
歌
の
訊
柩
な
と
を
め
ぐ
っ
て
、
そ

の
つ
ギ
限
に
終
わ
っ
芸
別
個
に

臨
む
筋
羹
J
ば
ら
ば
、
「
て
つ
り
灯

舛
，
一
に
つ
な
が
る
賜
萎
骸
揺
し
て

排
除
し
て
き
た
ね
閲
餅
は
、
ど
う
出

る
の
か
。
薙
岡
は
、
な
お
多
い
。

醤

況

羹

翡

和

は

二

十

五

日
に
韓
国
の
隈
慮
新
体
制
が
発
足

す
る
り
を
機
に
、
韓
国
側
か
ら
の
五

輪
に
向
け
た
大
胆
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
問
待
す
る
向
き
も
あ
る
C

し
か

し
、
大
陣
磯
罪
と
そ
れ
に
関
迎
し

た
北
朝
鮮
制
裁
の
動
き
、
チ
ー
ム
ス

ピ
l
J
ヅ
ト
の
実
施
と
、
賢
張
と
相
互

不
口
は
I
l
を
追
っ
て
増
靡
さ
れ
る
幽

が
あ
る
。

• -------、コ
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反
戦
・
反
基
地
・
反
安
保
・
ア
ジ
ア
民
衆
と
の
連

帯
の
闘
い
が
、
と
り
わ
け
労
働
運
動
の
な
か
か
ら
薄

れ
よ
う
と
す
る
今
日
的
状
況
を
少
し
で
も
打
ち
破
る

ペ
く
、
全
国
の
厄
基
地
闘
争
を
闘
う
仲
間
と
連
帯
し
、

米
軍
横
田
基
地
撤
去
、
米
・
韓
・
日
一
体
と
な
っ
た

チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
反
対
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会

は
ね
ば
り
強
く
闘
い
ぬ
く
決
意
で
す
。
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中
国
を
訪
問
し
て

吉
田
満
智
子

（
ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会
）

暮
れ
も
お
し
せ
ま
っ
た
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
1
1
-

十
日
に
か
け
て
十
三
回
党
大
会
直
後
の
中
華
人
民
共

和
国
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
人
民
争
取
和

平
興
裁
軍
協
会
の
招
請
に
よ
る
反
戦
平
和
交
流
団
の

一
員
に
加
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

協
会
は
、
医
師
、
作
家
、
弁
護
士
、
宗
教
家
、
青

年
な
ど
二
十
四
グ
ル
ー
プ
加
盟
の
全
国
組
織
で
あ
る
。

会
長
、
周
培
源
氏
。
副
会
長
、
涵
揖
初
氏
、
柴
沢

民
氏
、
他
十
四
人
。
事
務
局
二
十
人
が
、
調
査
研
究
、

組
織
な
ど
の
日
常
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、
会
員
五

億
人
と
か
。
「
核
戦
争
反
対
。
軍
縮
と
世
界
平
和
」

を
唱
え
、
国
内
的
活
動
と
し
て
は
、
一
万
人
集
会
、

上
映
会
、
音
楽
会
、
座
談
会
、
展
示
会
、
な
ど
の
平

和
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
国
際
的
に
は
、
自
主
独
立

の
立
場
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

「
砲
弾
、
演
習
場
外
で
さ
く
烈
ー
上
富
良
野
ー
」

（
五
月
十
九
日
付
「
北
海
道
新
聞
」
）
、
「
本
道
有

事
に
五
千
人
。
最
大
規
模
、
今
日
特
別
演
習
ー
矢
臼

別
ー
」
（
七
月
二
十
二
日
付
「
北
海
道
新
聞
」
）
、

「
自
衛
隊
、
公
園
で
ゲ
リ
ラ
戦
—
八
雲
！
」
（
九
月

―
二
十
九
日
付
「
北
海
道
新
聞
」
）
。
そ
し
て
「
戦
車

三
十
両
国
道
を
走
る
↓
訓
路
町

1
」
（
十
一
月
六
日

付
「
朝
日
新
間
」
」
）
、
「
今
度
は
目
走
砲
走
る

名
寄
ー
」
(
+
一
月
九
日
付
「
朝
日
新
聞
」
）
。

こ
の
11
長
距
離
軌
道
訓
練
J
I
と
称
す
る
戦
車
の
国
道

走
行
に
関
し
て
、
北
部
方
面
総
監
副
司
令
が
北
海
道

新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
市
民
か
ら
の
抗
議
や
苦

情
は
全
く
な
い
」
と
答
え
た
こ
こ
に
、
抗
議
を
申
し

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
第
三
世
界
各
国
な
ど

四
十
力
国
、
グ
ル
ー
プ
と
友
好
関
係
を
結
び
、
日
本

の
原
水
協
、
原
水
禁
、
平
和
委
員
会
（
創
価
学
会
）
、

地
婦
連
な
ど
と
の
交
流
は
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

今
回
の
私
た
ち
、
草
の
根
平
和
運
動
と
の
交
流
は

初
め
て
と
あ
っ
て
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

た。
二
十
三
、
二
十
四
の
両
日
、
北
京
で
交
流
を
も
ち
、

中
日
両
国
の
報
告
が
さ
れ
た
．
二
十
四
日
の
、
副
会

入
れ
た
そ
の
日
に
「
公
園
で
ス
キ
ー
訓
練
山
厄
川

」
（
十
一
月
十
三
日
付
「
北
海
道
新
聞
」
）
が
発
覚
。

さ
ら
に
「
超
低
空
、
今
度
は
米
軍
機
。
旦
函
沖
か
ら

函
館
上
空
、
爆
音
に
苦
情
相
次
ぐ
」
(
+
一
月
十
七

日
「
北
海
道
新
聞
」
）
「
超
低
空
飛
行
は
米
軍
大
演

習
、
有
事
想
定
し
訓
練
」
(
+
一
月
十
八
日
付
「
北

海
道
新
聞
」
）
と
一
面
ト
ッ
プ
記
事
が
続
く
。

北
海
道
広
し
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
だ
け
異
な
っ
た
11

事
件
I
I
が
異
な
っ
た
地
域
で
お
こ
っ
て
い
る
の
を
目

に
す
る
の
は
、
ま
さ
に
I
J
異
常
11
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
道
内
ニ
―
二
町
村
の
二
割
に
お
よ
ぶ
市
町

村
が
何
ら
か
の
形
で
過
疎
の
特
効
薬
と
し
て
の
自
衛

隊
誘
致
運
動
を
進
め
て
い
る
現
状
が
引
き
金
に
な
っ

｀

参

大

島`＼
鬱

（
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
午
す
な
！

反
核
北
海
道
行
動
｝

薫

八
七
年
秋
の

「
異
常
事
態
」

「
軍
隊
」

の

「
正
体
」

を
あ
ら
わ
に
し
た
自
衛
隊

＇（ 

人
民
枡
も
と
め
る

「
ゆ
た
か
さ
と
皐
湘
」

,
 
・̀ 長

の
一
人
で
あ
る
柴
沢
民
氏
（
元
駐
米
大
使
）
に
よ

る
第
十
三
回
党
大
会
に
つ
い
て
の
報
告
を
紙
面
の
都

合
上
、
ご
く
簡
単
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

「
経
済
的
発
展
が
第
一
義
で
あ
る
が
、
平
和
な
国

際
環
境
の
中
で
初
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
平
和

の
た
め
の
努
力
と
し
て
百
万
の
軍
麒
と
軍
事
費
の
削

減
。
核
兵
器
は
核
脅
威
を
防
止
す
る
た
め
に
持
っ
て

い
る
が
、
最
初
に
決
し
て
使
用
し
な
い
。
一
貫
し
て

全
面
的
核
廃
絶
の
主
張
を
し
て
い
る
。
外
交
政
策
と

し
て
も
、
国
連
総
会
の
中
で
全
世
界
の
人
々
と
核
兵

器
反
対
の
た
め
の
提
起
を
し
て
き
た
。
国
際
的
平
和

＞
 

急
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
目
標
を
も
っ
て
い
る
。

髯
軍
拡
反
対
、
核
兵
器
廃
絶
が
最
大
の
目
的
で
あ
る
」
．

ヽ
f
/

「
窪
篇
｛
途
上
国
の
中
で
も
遅
れ
た
貧
し
い
中
国
ー

魔く
ー
社
会
主
義
の
初
期
段
階
の
処
置
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
外
国
の
資
本
、
技
循
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
．
共
産
党
一
党
を
堅
持
し
な
が

ら
、
解
放
中
国
の
活
性
化
の
た
め
に
外
国
の
実
状
、

西
欧
の
思
想
か
ら
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

話
さ
れ
る
。

「
特
色
あ
る
中
国
の
社
会
主
義
を
建
設
す
る
」
と

い
う
第
十
三
回
党
大
会
の
方
針
の
も
と
に
、
人
民
の

ゆ
た
か
さ
と
平
和
を
も
と
め
て
動
き
だ
し
た
解
放
中

国。
四
十
年
間
、
私
た
ち
日
本
人
が
追
い
求
め
て
き
た
、

「
ゆ
た
か
さ
」
と
「
平
和
」
で
あ
る
。

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
必
要
な
訓
練
」
「
抑
止
力
」
「
有
事

に
備
え
る
」
と
い
う
言
葉
が
何
ら
の
実
態
的
根
拠
も

無
し
に
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、

私
た
ち
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
自
衛

隊
は
11
軍
隊
11

で
あ
る
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る

こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
は
避
け
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

「
基
地
開
放
日
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
大
が
か
り
な

演
習
な
ど
に
よ
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
こ
と
を
、

「
公
道
走
行
」
に
よ
っ
て
市
民
の
目
に
無
理
や
り
焼

き
つ
け
よ
う
と
す
る
。
早
朝
や
深
夜
の
実
弾
訓
練
、

低
空
飛
行
に
よ
っ
て
刺
激
を
与
え
続
け
る
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
安
保
、
一
％
枠
突
破
の
戦
略
的
意
味
が
露
骨

に
現
れ
始
め
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

韓
国
の
民
主
化
へ
に
動
き
、
米
ソ
中
距
離
核
軍
縮

交
渉
と
連
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
動
き
を
し
つ

か
り
と
見
極
め
、
「
核
と
軍
事
基
地
」
の
島
へ
の
動

き
を
絶
対
に
許
さ
な
い
、
民
衆
連
帯
を
創
り
あ
げ
て

い
き
た
い
。
（
八
七
年
十
一
月
中
旬
記
）

こ
の
記
事
は
昨
年
十
一
月
下
旬
に
に
執
筆
、

送
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

手
違
い
で
掲
載
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
筆
者
の
大
島
さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
な
い

こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
（
編
集
部
）



(11) 鰐JII回20日発行 1988年2月20暉 mim第28号・ 餌月 1圃20日発行 1988年2月20H発ti逼存第28号 (10) 

国
近
海
で
の
展
開
◎
八
八
お
よ
び
凡
叫
チ
ー
ム
ス
ピ

リ
ッ
ト
強
化
な
ど
、
八
六
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
時

よ
り
さ
ら
に
強
度
の
対
応
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
合

意
し
た
」
（
五
月
六
日
『
東
亜
日
報
』
傍
線
筆
者
）
。

こ
の
会
議
か
ら
「
六
・
ニ
九
民
主
化
措
置
」
を
挟

ん
で
四
ヶ
月
後
の
九
月
十
二
日
に
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
米
国
防
次
官
補
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
期
間
中
、
空
母
機
動
部
隊
を
派
遣
す
る
」
と
言
明

し
て
い
る
。
（
資
料
I

)．． 

二
月
十
七
日
、
韓
国
民
主
回
復
統
一
促
進
国
民
会

議
（
韓
民
統
）
、
在
日
雑
国
青
年
同
盟
、
在
日
韓
国

学
生
同
盟
の
三
団
体
代
表
は
駐
日
米
国
大
使
館
に

I

チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
こ
の
時
同
大
使
館
の
安
全
保
障
担
当
官

は
「
『
中
止
す
る
』
と
い
う
話
は
闇
い
た
こ
と
が
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
も
「
中
止
決
定
」
が
国

際
世
論
向
け
の
「
幻
の
決
定
―
で
あ
っ
た
こ
と
の
証

で
あ
る
。

．． 

最
後
に
昨
年
八
月
に
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
女
性
た

ち
の
反
核
行
動
を
報
じ
る
「
東
亜
日
報
」
の
記
事
を

紹
介
し
よ
う
。
依
然
と
し
て
「
核
問
題
」
が
タ
プ
ー

と
さ
れ
る
社
会
の
中
で
現
在
の
核
状
況
に
つ
い
て
公

然
と
政
府
に
問
い
質
し
た
勇
気
あ
る
行
動
で
あ
る
。

（
日
韓
連
帯
神
奈
川
民
衆
会
議

翻
訳
秋
田
郷
）

例抑通り、最大規模...

チーA・疋9ット

（
 

今
年
も
米
輯
合
同
軍
事
演
習
＿
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ト
」

が
行
わ
れ
る
。
期
間
は
二
月
下
旬
か
ら
五
月
初
め
ま

で
。
例
年
に
比
べ
、
期
間
が
少
し
お
そ
く
ず
れ
こ
ん

で
い
る
が
、
昨
年
な
み
の
最
大
規
模
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
発
表
と
前
後
し
て
次
の
よ
う
な
情
報
が

報
道
さ
れ
た
。

「
韓
米
両
田
は
昨
年
末
①
九
月
の
ソ
ウ
ル
五
輪
を
控

え
た
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
ム
ー
ド
作
り
②
米
政
府

の
軍
事
費
削
減
方
針
ー
_
な
ど
の
理
由
か
ら
『
チ
ー

ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
八
八
』
を
中
止
す
る
方
針
を
い
っ

た
ん
決
定
し
た
」
（
一
月
十
九
日
『
日
経
』
）
。
し

か
し
「
大
韓
航
空
機
事
件
が
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
の
犯
行
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
と
の

判
断
に
基
づ
い
て
」
（
同
）
「
中
止
」
方
針
を
撤
回
、

一
転
「
実
施
」
に
踏
み
切
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ

る。

O・ 

韓
国
教
会
女
性
連
合
会
が
主
催
す
る
第
五
回
平
和

の
マ
ダ
ン
が
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
の
日
で
あ
る
六

日
か
ら
九
日
ま
で
韓
国
教
会
百
周
年
記
念
館
一
階
小

講
堂
で
開
か
れ
て
い
る
。
原
爆
投
下
記
録
映
画
と
ス

ラ
イ
ド
上
映
、
被
爆
二
世
た
ち
が
作
っ
た
マ
ダ
ン
劇
、

平
和
問
題
の
公
聴
会
等
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
平
和
の

マ
ダ
ン
は
戦
争
と
核
の
危
険
を
追
い
払
い
、
平
和
を

築
こ
う
と
い
う
平
和
運
動
の
一
環
。

『
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
子
供
の
口
が
お
か

し
い
よ
』
『
あ
あ
、
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
だ
よ
、
父

母
を
間
違
え
た
罪
で
…
』
『
神
様
も
無
邪
気
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ
の
苦
痛
で
も
足
ら
ず
、
新
し
く

生
ま
れ
て
き
た
子
供
に
ま
で
…
』

原
爆
の
後
遺
症
で
口
蓋
に
孔
の
あ
い
た
子
供
を
産

ん
だ
あ
る
被
爆
者
の
家
庭
の
不
幸
を
被
爆
二
世
た
ち

が
直
接
芝
居
に
仕
立
て
て
見
せ
て
く
れ
た
。
現
在
、

韓
国
国
内
に
は
、
日
本
に
徴
用
や
徴
兵
で
連
行
さ
れ

て
原
爆
に
あ
っ
た
直
接
負
傷
者
と
そ
の
後
遺
症
を
患

ぅ
ニ
・
三
世
が
二
万
名
余
り
に
達
す
る
も
の
と
推
定

゜t咤斗竺I-II 

゜ さ
れ
て
い
る
。

記
録
映
画
「
予
言
」
は
広
島
と
長
崎
の
原
爆
投
下

を
、
当
時
米
軍
当
局
が
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
。
韓
国

で
初
め
て
公
開
さ
れ
る
こ
の
映
画
は
原
子
爆
弾
が
起

こ
す
火
の
爆
風
、
わ
ず
か
二
発
で
十
四
万
名
（
広
島
）

と
四
万
名
（
長
崎
）
の
死
傷
者
を
出
し
た
原
爆
の
殺

傷
力
を
生
々
し
く
見
せ
て
く
れ
る
。

ま
た
、
教
会
女
性
連
合
会
は
『
現
在
韓
国
半
島
に

は
核
が
配
備
さ
れ
核
戦
争
の
危
険
が
常
に
存
在
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
に
は
そ
の
実
状
が
隠

さ
れ
て
い
る
』
と
前
置
き
し
て
、
今
回
の
平
和
の
マ

ダ
ン
開
催
に
際
し
政
府
に
向
け
△
韓
半
島
に
核
は
必

要
か
△
核
は
誰
の
決
定
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
の
か

△
核
戦
争
の
可
能
性
は
ど
の
程
度
な
の
か
△
核

戦
争
が
起
こ
っ
た
際
の
国
民
の
安
全
に
対
す
る
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
を
問
う
公
開
質
問
状
を
送

っ
た
。

1
原
爆
被
害
後
遺
症
生
々
し
く
告
発
韓
半
島
の

核
の
実
態
公
開
質
疑
も
ー

（
『
東
亜
日
報
』
八
七
・
八
・
七
）

韓
国
教
会
女
性
連
合
会

開
催

。 ‘̀
 

[
ソ
ウ
ル

U
P
I
•

連
合
]
米
国
は
テ
ロ
リ
ス

ト
や
北
韓
（
マ
マ
）
か
ら
の
攻
撃
か
ら
ソ
ウ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
防
衛
す
る
た
め
に
、
韓
国
へ
軍
艦
と
戦

闘
機
を
配
備
す
る
用
意
が
あ
る
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア

ー
ミ
テ
イ
ジ
米
国
防
次
官
補
が
十
二
日
述
べ
た
。

ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
次
官
補
は
、
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
妨
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
に
は
ど
ん

な
種
類
の
保
安
措
置
が
必
要
で
あ
る
か
を
決
定
す
る

た
め
、
韓
国
軍
部
関
係
者
ら
と
の
協
議
を
継
続
中
で

あ
る
と
語
っ
入
Jo

彼
は
鄭
溶
（
チ
ョ
ン
・
ホ
ヨ
ン
）
国
防
長
官
と

の
会
談
を
終
え
た
後
、
特
に
八
八
年
九
月
十
七
日
か

ら
十
月
二
日
ま
で
挙
行
さ
れ
る
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
「
安
全
を
保
障
す
る
た
め
の
情
報
活
動
と
米

し
か
し
、
こ
れ
は
「
緊
張
緩
和
」
に
真
向
か
ら
逆

ら
う
自
ら
の
行
為
を
一
方
的
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
側
に
責
任
転
嫁
す
る
た
め
の
巧
妙
な
レ
ト
リ

ッ
ク
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
こ
の
一
年
間

米
韓
両
政
府
間
の
一
連
の
や
り
と
り
か
ら
わ
か
る
の

は
一
演
習
実
施
」
こ
そ
が
「
既
定
方
針
」
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
財
産
の
実
質
的
移
動
」
に
言
及
し
た
。

ま
た
米
国
が
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
保
護
に
必

要
だ
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
戦
闘
機
を
備
え
た

空
母
機
動
部
隊
を
移
動
配
備
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
、
こ
の
た
め
に
米
国
は
主
要
軍
事
公
約
を
行

う
用
意
が
あ
る
と
強
調
し
つ
つ
、
『
我
々
は
喜
ん
で

兵
力
配
置
に
関
す
る
軍
事
調
整
を
行
う
』
と
語
っ
た

。
五
日
間
の
訪
問
の
た
め
韓
国
を
訪
れ
た
理
由
の
一

つ
と
し
て
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
次
官
補
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾

お
け
る
米
軍
事
防
衛
公
約
が
韓
国
に
対
す
る
米
国
の

防
衛
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
韓
国

の
軍
事
関
係
者
ら
に
確
信
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
明

ら
か
に
し
た
。（
『
東
亜
日
報
』
八
七
年
九
月
十
四
日
）

昨
年
五
月
五
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
第
十
九
回
「
米

韓
軍
事
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
席
上
で
は

「
八
八
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
後
し
た
北
催
（
マ
マ
）

の
対
南
挑
発
に
備
え
、
米
国
側
の
早
期
音
戒
体
制
強

化
計
画
を
今
年
九
月
ま
で
に
樹
立
、
来
年
一
月
か
ら

実
施
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
」
。
さ
ら
に
両
国
は

r・

：
コ
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の
）
米
艦
隊
の
韓

『
核
の
脅
威
乗
り
越
え
平
和
築
こ
う
』

「
平
和
の
マ
ダ
ン
」

I

『
ソ
ウ
ル

＇すE
 

米
空
母
戦
闘
団
配
備
用
意
』

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中

゜
〇
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会計報告
(38・1・17~2 • 1 4) 

〔収入J

0前月からの雑り越しム453．四8

詳常繰越 ~27，符6 • 

借入金繰越△426,000

0会喪収入 37,000 

「維持団休 4,000 

内維持個人 7,000 

訣参加団休 12,000 

”個人 2,000 

L通信会費 12,000 

0カンパ 43,000 

0在庫屯上 7.00() 

0反枝ホットライン 12,580 

（会費パンフ等売上）
.,,.・. 

く計＞
:：：： ＾し、
＇ △353;7I6 

、' ＊
絹
集

＊
定
価

＇ 

一
九
八
八
年
二
月
二
0
日
発
行

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
全
固
運
動

〒
一
五

0
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九
パ
ル

青
山
五
0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

e
o三
（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
三
）
五
一
0
1

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
絹
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円
）

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信

N
o
2
8

霜h迫
砕
、
＾
Q
肴
＾
給
＾
℃

租
汗
H
"
t9
7

（支tfl)

鴨家賃 40,000 

霧雫1舌代 6,780 

●郵送費 53,640 

●文具代 910 

●印刷費 → 1,900 

●帷費 3,990 

●反核ホットライン経費 5,960 

●手数料（郵便棚替） 960 

●その他（第三種郵便認可申請料）

50,000 
ん長»もく、、て•S

●次月への繰越 A5l？渇茄

紅常繰鑢 A9し針沿 ： 

借入金繰越 △426,000 

く計＞ △353,716 

前
回
の
会
計
報
告
で
、
〔
支
出
〕
の
項

の
次
月
へ
の
瀕
醤
金
頷
が
ま
ち
が
っ
て
い

ま
し
た
。
今
号
の
〔
収
入
〕
の
項
の
前
月

か
ら
の
繰
越
金
額
が
正
し
い
数
字
で
す
。

●
お
頭
い

財
政
状
況
が
非
常
に
ピ
ン
チ
で
す
。
是

非
と
も
未
判
会
費
を
早
急
に
お
く
っ
て
く

だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
カ
ン
パ
ヘ
の
ご
滋
カ

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
一
同
、
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
或
功
と
フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
・
ヒ
ル

母
港
化
阻
上
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

●
訂
正


